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震」(Mw7.58)による津波で，沿岸域は広い範囲で
8m以上の浸水となる。
当該地区での2012年の防災活動の実施状況は，町
会や自主防災組織による訓練や講習会・研修会の開
催(石川県の防災活動支援事業）（図2)，みさき小学
校での防災訓練・研修会（石川県教育委員会による
学校防災支援事業）の開催とそれへの自主防災組
織・町会・保育園の連携（図3)，町会・自主防災組
織による避難場所・経路の整備，地域内への津波情
報看板等の設置や珠洲市によるハザードマップの配
布であった。地域内での防災活動は,2011年度から
活発化した。
2）能登町宇出津地区
宇出津地区は，能登町の中心地区であり人口も多
い。地区内は，商店や古い木造住宅などが密集し，
その間には道幅が狭い路地がみられる｡当該地区は，
入り江を利用した港湾に面していて，その背後は急
傾斜地となっている。丘の上にも多くの住宅がみら
れる。港湾に接して町役場の庁舎と消防署が立地し
ている。また，石川県漁連能都支所・卸売市場があ
り，地区内には漁業者も混住している。病院などが
立地し，中心機能を有する地区であることから，地
域外からの来訪者が多い。
石川県(2013)によって当該地区に予測されてい
る津波は，第一波到達時間，最大浸水深ともに「能
登半島東方沖地震」が最大で，広い範囲に10～15分
で到達し,8m以上の浸水となる。
当該地区での2012年の防災活動の実施状況は，能
登町による地域内への津波情報看板等の設置やハ
ザードマップの配布（図4）にとどまり，地区全体で
の防災訓練・活動の活発化に至っていない。
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図2三崎地区での防災研修会のようす（2012年10月撮影)
Fig.2LecturesfOrdisa､ermitigationinMisakiDistrict(0ct､2012)
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図3みさき小学校の防災訓練での地域連携（2012年9月撮影)．
Fi93Relationshipsbetweencommunityandschoolondisasterevacuationdrills,case
inMisakiElementallySchoolandMisakiDistrict(Sep.2012).
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